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１．研究計画の概要 
(1)生徒用および成人(労働者)用簡易メンタル

ヘルス評価(IRT-CAT)システムの構築 

①中学・高校生および成人(労働者)における
精神健康状態測定項目の測定特性の定量
化：新しい測定理論(項目反応理論、IRT)を中
学・高校生および労働者の回答データに適用
し、精神健康調査票各項目の各潜在特性上の
閾値(例、抑うつ状態のどのレベルを捉えてい
るのか)を明らかにする。 

②適応型テストComputerized-Adaptive Testing 
(IRT-CAT)システムの構築：得られた閾値を用
いて、効率的なメンタルヘルス評価(潜在特性
上における個人プロットの数理統計的推定)
を行うための IRT-CAT システムを構築する。
IRT-CAT システムの特徴は、①全項目に答え
る必要がない(潜在特性上の位置(θ)の推定誤
差が収束条件をクリアすれば、すぐに検査終
了、別の測定時点・項目への回答結果でも比
較が可能)、②同一項目群の繰り返し使用やこ
れまでの測定尺度のような常に同一順序の
項目提示が回避(記憶されにくい)、③対象者
のレベルに応じた項目選択、④結果の迅速な
フィードバックが可能などである。このメン
タルヘルス測定評価システムは、生徒用およ
び成人(労働者)用の 2 種類を開発する。 

(2)簡易メンタルヘルス評価システムの臨床
的妥当性の検証 

①メンタルヘルス測定評価システムの臨床
患者への試用：成人(労働者)用測定評価シス

テムを精神科患者に試用し、臨床的妥当性を
検討する。これにより、本システムの測定評
価の限界・適用条件が明らかとなる。また、
さらなる改良・改善のための資料を得る。 

(3)学校および職域における簡易メンタルヘ
ルス評価システムの利用可能性の検証 

①メンタルヘルス測定評価システムの現場
(中学・高校・職域)への導入：本測定評価シ
ステムを中学・高校の保健室および職域にお
ける健康管理部署に導入し、相談業務におけ
る利点と不具合点を明らかにする。特に、フ
ィードバック情報の適正化がポイントにな
るものと考えられる。 

本研究の全体の最終的なゴールは、これら
3 研究を遂行することによって、青少年から
成人までの簡易メンタルヘルス測定評価(適
応型テスト)システムを完成することである。 

２．研究の進捗状況 
(1)生徒用および成人(労働者)用簡易メンタル

ヘルス評価(IRT-CAT)システムの構築 

①中学・高校生および成人(労働者)における
精神健康状態測定項目の測定特性の定量
化：代表的な精神健康調査票尺度 CES-D およ
び SRQ-20、K6、STAI-YZ などに対する中学
約 2,000 名および労働者 3,500 名の回答デー
タを得た。多値型 IRT 分析を適用して、各項
目の潜在特性上の閾値および識別力を推定
した。 

②IRT-CAT システムの構築：上記①の労働者



データで得られた閾値・識別力を基にして、
IRT- CAT システム初版を構築した。 

(2)学校および職域における簡易メンタルヘ
ルス評価システムの利用可能性の検証 

①メンタルヘルス測定評価システムの現場
(職域)への導入：本測定評価システムを 2 事
業所の職域集団に試用した。試用にあたり、
現場産業医・保健管理スタッフとの協議を行
い、メンタルヘルス測定のみではなく、職業
性ストレッサー・ソーシャルサポート・職務
意識など、関連要因に関する質問項目群も測
定用コンピュータ・ソフトに組み込み、総合
的な生活状況と健康に関する調査ツールと
して導入した。複数回回答を可能にした場合
の問題点や、フィードバック画面の情報ニー
ズ、回答後データの回収方法に関する試行錯
誤を行い、更なる改善を行っている。 

３．現在までの達成度 
③やや遅れている 
(理由) 
前頁記載の研究計画のうち、(2)簡易メンタ

ルヘルス評価システムの臨床的妥当性の検
証に関する部分が、進んでいないことによる。
集団を対象としたストレス・メンタルヘルス
調査ツールとしては、現在までの研究進捗で
検討が進んできているが、健康相談やカウン
セリングの場面での補助的ツールとして用
いるためには、厳密には臨床的な妥当性の検
討が必要であると考えている。しかしながら、
協力機関を打診しているものの臨床の場で
このような試作ツールの試用することに関
して、近年益々抵抗感が高まっており、いま
だ協力回答が得られていない。そのため、本
測定ツールの臨床的妥当性の検討が不十分
になる危険性が懸念される。 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1)中学生・高校生用のメンタルヘルス測定

IRT-CAT システムの構築： 

①労働者用 IRT-CAT システム初版・第 2 版を
中学・高校生用に改良し、生徒用メンタルヘ
ルス測定評価システムを開発する。これを公
立中学校 1 校で、試用する。なお、回答方式
をキー入力方式(マウス操作可)のみならず、
タッチパネル方式のものも開発し、その利点
および不具合点を検討する。 

(2)簡易メンタルヘルス評価システムの臨床
的妥当性の検証 

①メンタルヘルス測定評価システムの臨床
患者への試用：成人(労働者)用測定評価シス
テムを精神科外来患者に試用し、臨床的妥当
性を検討できるよう、さらに協力を募る。こ
れにより、本システムの測定評価の限界・適

用条件が明らかとなる。また、さらなる改
良・改善のための資料を得る。一方、臨床ケ
ースへの試用が困難な場合には、併存的妥当
性などの方法論を用いて、妥当性の検証を行
う。 
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